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【令和元(2019)年度 中間評価結果】 
評価 評価基準

Ａ＋ 当初計画を上回っており、かつ改善した評価指標による目標達成が見込まれる。 

Ａ 当初計画が達成されつつあり、今後の目標達成が見込まれる。 

○ Ａ－ 当初計画より一部遅れは見られるが、概ね今後の目標達成が見込まれる。 

Ｂ 今後の目標達成の見込みはあるが、経費の使用に問題があるため、経費の減額

が適当である。 

Ｃ 今後の目標達成が見込まれないため、取組の中止が適当である。 

（評価意見）

申請段階で設定した目標値の達成に向けて多様な取組を行い、目標に近いインパクトファクタ

ーの向上といった成果が上がっている。また海外からの投稿数もわずかに増加している。しかしな

がら、全体としての取組の効果が明瞭でない点も多い。掲載論文１４０件のうち１０％以下のオー

プンアクセス化は、実際の所インパクトファクターの向上や国際的な成果発信の強化にどのよう

な効果があったのか疑問である。また、受理されてから掲載までの日数が現在でも１００日以上、

過去には３００日を超えている等、現在の国際的な学術誌と比較すると改善の余地が大きい。おそ

らくオープンアクセス化に関わる費用が高額であることや出版自体の作業効率が良くないことが

理由と思われる。インパクトファクターのみを成果と見ると目標の実現に近づいているように見

えるが、国際的な情報発信強化という観点から見るともう少し本質的な情報発信強化に向けた抜

本的な改革案やそれに向けた取組が望まれる。


